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ポロニウム210による内部被ばく

(日本人の自然放射線による年間実効線が変更された主な理由について)

広島大学原爆放射線医科学研究所

細井 義夫

日本
（1992年）

日本
（2011年）

世界平均

外部被ばく
（宇宙線）

0.29 0.30 0.39

外部被ばく
（大地放射性核種）

0.38 0.33 0.48

内部被ばく
（経口摂取）

0.41 0.98 0.29

内部被ばく
（吸入摂取）

0.40 0.48 1.26

合計 1.48 2.09 2.42

日本(1992年)：原子力安全研究協会「生活環境放射線」（1992年）
日本（2011年)：原子力安全研究協会「新版 生活環境放射線（国民線量の算定）」（2011年）
世界平均：UNSCEAR2000年報告書の集団実効線量から年間実効線量を算出

日本と世界の自然放射線による1人当たりの年間実効線量（mSv/年)

内訳
実効線量
（mSv/年）

内部被ばく
(経口摂取)

主に鉛210、ポロニウム210 0.80

トリチウム 0.0000082

炭素14 0.0025

カリウム40 0.18

合計 0.98

経口摂取による内部被ばく（日本）（mSv/年)

経口摂取による内部被ばくでは、鉛210/ポロニウム210が最も重要

内訳
実効線量
（mSv/年）

内部被ばく
(吸入摂取)

ラドン（屋内、屋外） 0.37

トロン（屋内、屋外） 0.09

喫煙(鉛210、ポロニウム210など) 0.01

その他（ウランなど） 0.006

合計 0.48

吸摂摂取による内部被ばく（日本）（mSv/年)

経口摂取による内部被ばくでは、鉛210/ポロニウム210が最も重要

青森県民の食物含有天然放射性物質からの内部被ばくについて

大地や海水に含まれている天然の放射性物質は農水産物に取り込まれ、それを食べるこ
とによって人の体内にも天然の放射性物質が取り込まれています。ポロニウム210は魚介
類に多く含まれており、魚種によっても大きく異なります。そのため、日本人の体内に多く含
まれるとともに、国内でも地域によって異なります。炭素14は世界の平均と日本人の推定値
を引用した文献には記載されていないため、本調査のみに現れております。

財団法人 環境科学技術研究所 排出放射性物質影響調査

ポロニウム210の特性等について

（１）ポロニウム210の特性等について
・放射線：α線：5,304 keV (100 %)、γ線：803 keV (1 %未満)
・半減期：物理的半減期：138.4日、
・生物学的半減期：約50日（90%：便、10%：尿）
・実効半減期：約37日
・比放射能：1.66×1014 Bq/g (4.49×103 Ci/g)
・昇華性がある。
・経口摂取により10％が吸収される。

（２）ポロニウム210の毒性について
・ポロニウムは、全身の軟部組織に分布。
・ポロニウムの毒性を示す実験例として、ラットに1.45 MBq/kg（体
重）を静脈注射すると、14-44日の間に全数死亡したとする報告
がある。成人男性の体重70kgあたりとして仮に換算すると、
610ngあれば亜急性の死をもたらす可能性がある。
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原子力百科事典 日常の食生活を通じて摂取される放射性核種の量 (09-01-04-05)

日本人はポロニウム210
の摂取量が220Bq/年と
多く、参考値に比べて非
常に高い値を示している。
これは海産物に含まれる
ポロニウム210が比較的
高濃度であるためと考え
られている。

日本人は魚介類を多く摂取するために
ポロニウム210の摂取量が多い

ポロニウム210は魚介類に多く含まれる。

原子力百科事典 食品中の放射能 (09-01-04-03))

・ポロニウム210は海産物に多く、特に魚類の内臓に濃縮する。
・日本人は魚介類の消費量がおおく、内蔵を食する食習慣のために、
他国に比べ食品からのポロニウム210の摂取量が多くなる。

喫煙によるポロニウム210の摂取

１．自然環境中の鉛210・ポロニウム210が農作物に取り込まれる経路
（１）主経路

地殻から散逸したラドンが壊変
→大気中に鉛210・ポロニウム210が存在
→農作物に直接沈着

（２）副経路
土壌に存在する鉛210・ポロニウム210の経根吸収

２．喫煙者の被ばく線量
・紙巻タバコ1本当たり鉛210・ポロニウム210は9.3～23.5mBq
（算術平均＝14mBq）含まれる。

・日本人喫煙者平均喫煙本数（20本/日）から、喫煙者の年間線量
は0.051mSvである。

暗殺の手段として

（１）α線源であるために検出が容易ではない。

（２）外部被ばくによる影響がないため、投与する者に放射
線被ばくが殆どない。（昇華性があるため内部被ばくが
ゼロとは言えない。）

（３）実効半減期が37日、物理学的半減期が138.4日と短い
ために、証拠が比較的短期間で消失する。

（４）比放射能が大きいため、少量で致死が得られる。（経
口摂取で１GBq、塩化物で約10µgあれば致死となる）。

毒殺事例

（１）元ロシア連邦保安庁 (FSB) 情報部員アレクサンドル・
リトビネンコの死
2006年11月にイギリスで発生した、元ロシア連邦保安
庁 (FSB) 情報部員アレクサンドル・リトビネンコの不審
死事件で、ポロニウム210が被害者の尿から検出され
たことが明らかになった。

（２）PLO執行委員会議長ヤーセル・アラファートの死（？）
2004年11月に死去したPLO執行委員会議長ヤーセ
ル・アラファートの死因は当初不明とされたが、その後
病院で使用していた衣類よりポロニウム210が検出さ
れたことより、ポロニウムによる暗殺が疑われている。

ポロニウム210の内部被ばくに関連して
セシウム134/137の内部被ばくを考える

・ポロニウ210はα線放出核種で、生物効果が大きい。

・日本人においてはカリウム40よりも年間実効線量に対す
る寄与は大きい。

・ポロニウム210は特定の食物に多いため、摂取/被ばくを
減らすことは可能である。

・これらのことを無視して、セシウム134/137による内部被ば
くのみに関心を抱くのは科学的に正しい態度ではない。


